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栂
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記

〓

鍼

導
零

九
む

ξ

世
界
文
化
星

に

歴

史

後
鳥
羽
上
皇
の
勅
額

「日
出
先
照
高
山
之
寺
」
で
知
ら
れ
る
当
山
は
、

七
七
四
年

（宝
亀
五
年
）
光
仁
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
、
神
願

寺
都
賀
尾
坊
と
い
っ
た
が
、
八

一
四
年

（嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
五
年
）
、
栂

尾
十
無
尽
院
と
改
称
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
八
七
六
年

（貞
観
十
八
年
）
に

は
後
の
十
三
代
天
台
座
主
と
な
り
、
天
神
縁
起
絵
巻
で
菅
公
の
怨
霊
を
鎮

め
た
と
い
わ
れ
る
法
性
房
尊
意
僧
正
が
、
十

一
才
よ
り
四
年
間
当
山
で
修

行
し
、
大
い
に
法
力
を
得
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
、
明
恵
上
人

（成
弁
、
後
に
高
弁
と
改
名
）
が
出
て
、
後
鳥

羽
上
皇

・
近
衛

・
鷹
司

・
西
園
寺
家
等
の
帰
依
に
よ
り
堂
坊
を
復
興
し
中

興
開
山
し
た
。
明
恵
上
人
は
、
後
鳥
羽
上
皇
の
院
宣
に
よ
っ
て
南
都
東
大

寺
の
華
厳
を
根
本
と
し
戒
密
禅
を
兼
ね
た
寺
と
し
、　
〓

一〇
六
年
に
勅
額

「日
出
先
照
高
山
之
寺
」
を
賜
わ
っ
た
の
で
、
寺
号
を

「高
山
寺
」
と
改

称
し
た
。

兄
弟
教
会
の
約
束

一
九
八
六
年
十
月
二
十
六
日
、
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
会
と

高
山
寺
が
、
教
皇
ヨ
ハ
ネ

・
パ
ウ
ロ
ニ
世
の
祝
福
を
受
け
、
兄
弟
教
会
の

約
束
を
し
た
。
同
時
代
に
同
じ
よ
う
な
信
条
を
持

っ
た
偉
大
な
人
物
が
出

現
す
る
こ
と
は
歴
史
の
秘
密
と
さ
れ
て
い
る
が
、
明
恵
上
人

（
一
一
七
三

―

一
二
三
二
）
と
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

（
一
一
八

一
―

一
三
二
六
）
は
十
二

世
紀
に
同
じ
く
生
を
受
け
、
共
に
清
貧

一
途
の
生
涯
を
送
っ
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
勝
縁
に
よ
り
世
界
で
初
め
て
異
宗
教
間
の
兄
弟
教
会

の
約
束
が
結
ば
れ
、
相
提
携
し
て
世
界
平
和
の
た
め
に
両
聖
人
の
遺
徳
を

内
外
に
広
く
宣
揚
し
顕
彰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
明
恵
上
人
の

「樹
上
坐
禅
像
」
に
は
小
鳥
や
リ
ス
が
描
か
れ
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

「小

鳥
に
説
法
」
と
相
似
し
て
、
両
聖
人
の
慈
悲
心
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

明
恵
上
人
御
歌

○
あ
か
あ
か
や
あ
か
あ
か
あ
か
ゃ
ぁ
か
あ
か
ゃ

あ
か
あ
か
あ
か
や
あ
か
あ
か
や
月

○
山
の
は
に
わ
れ
も
入
り
な
む
月
も
入
れ

夜
な
夜
な
ご
と
に
ま
た
友
と
せ
む

そ
の
後
、
当
山
は
仏
道
実
践
の
霊
域
と
し
て
護
持
さ
れ
、
い
つ
の
時
代

も
上
下
の
崇
信
を
受
け
、
特
に
藤
原
氏

一
門
に
は
、
氏
神
鎮
守
社
春
日
明

神
と
な
ら
び
氏
寺
の
ご
と
く
保
護
さ
れ
た
。
室
町
末
期
の
戦
乱
に
ま
き
こ

ま
れ
て
堂
坊
の
多
く
を
焼
失
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
り
、　
一
六
三
六
年

（寛
永
十
三
年
Ｙ
永
弁

・
秀
融
上
人
が
堂
坊
の
再
興
に
あ
た
り
旧
観
を
や

や
回
復
し
た
。
明
治
維
新
後
、
寺
運
の
衰
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
昭
和

六
年
、
明
恵
上
人
七
百
年
御
遠
忌
記
念
と
し
て
、
茶
祖
上
人
の
茶
恩
に
報

い
、
そ
の
遺
香
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
全
国
の
茶
道
家
の
懇
志
を
集
め
て

茶
室
遺
香
庵
が
建
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
四
年
に
は
、
国
宝
や
重

要
文
化
財
、
史
学
上
の
文
献
等
の
永
久
保
存
の
た
め
に
収
蔵
庫
が
建
設
さ

れ
、
昭
和
三
十
六
年
に
は
、
菩
提
心
の
勧
発
の
拠
り
所
と
し
て
、
開
山
堂

横
に
聖
観
世
土呈
口薩
像
が
安
置
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
六
年
の
七
百
五
十
年

御
遠
忌
に
は
、
春
日
明
神
社
が
篤
志
家
に
よ
り
金
堂
横
に
復
興
さ
れ
た
。樹上坐禅像 (成忍作)小鳥に説法 (ジョント作)



国
宝
お
よ
び
重
要
文
化
財

当
山
は
古
く
か
ら
文
化
財
の
宝
庫
と
い
わ
れ
、
鎌
倉
時
代
を
中
心
と
し
て
国
宝

・
重
要
文

化
財
は

一
万
点
余
に
も
お
よ
ぶ
。
著
名
な
も
の
を
次
に
掲
げ
る
。

建
築
―
石
水
院

（国
宝
、
鎌
倉
時
代
）

彫
刻
―
薬
師
如
来
坐
像

（奈
良
時
代
乾
漆
仏
）
、
明
恵
上
人
坐
像
、
自
光
神
像
、
善
妙
神

像
、
神
鹿

一
対
、
狗
児
、
狛
犬
四
対

絵
画
―
仏
眼
仏
母
像

（国
宝
、
鎌
倉
時
代
）
、
明
恵
上
人
樹
上
坐
禅
像

（国
宝
、
鎌
倉
時

代
）
、
鳥
獣
人
物
戯
画
四
巻
（国
宝
、
鎌
倉
時
代
）、
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
六
巻
（国

宝
、
鎌
倉
時
代
）
、
将
軍
塚
絵
巻

一
巻

そ
の
他
、
古
経
典
、
古
文
書
、
墨
蹟
、
器
物
、
版
木
な
ど
の
優
品
が
現
存
し
て
い
る
。

茶
の
本
園

古
く
か
ら
明
恵
上
人
は
茶
祖
、
栂
尾
山
は
茶
の
発
祥
地
と
い
わ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
初
期
、

栄
西
禅
師
が
宋
に
渡
り
養
生
の
仙
薬
、
延
命
の
妙
術
と
し
て
こ
れ
を
広
め
よ
う
と
茶
種
を
持

っ
て
帰
国
し
こ
れ
を
明
恵
上
人
に
贈
ら
れ
た
。
上
人
は
、
栂
尾
の
深
瀬
三
本
本
に
こ
れ
を
植

え
、
宇
治

（跡
影
園
）
そ
の
他
の
地
に
も
広
く
移
し
植
え
ら
れ
た
。
鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代

を
通
じ
て
栂
尾
は
茶
の
本
園
、
そ
の
茶
は
本
茶
と
い
わ
れ
、
天
皇
へ
の
献
茶
も
毎
年
行
な
わ

れ
た
。
宇
治
の
茶
業
家
は
古
く
か
ら
毎
年
自
家
製
の
新
茶
を
上
人
の
廟
前
に
献
供

（十

一
月

八
日
）
す
る
の
を
例
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
モ
デ
ル
茶
園
と
し
て
、
宇
治

の
篤
志
家
に
よ
り
栂
尾
茶
園
の
維
持
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。

明
恵
上
人

（
一
一
七
三
―

一
二
三
二
）

紀
州
有
田
郡
音
原
に
生
ま
れ
、
父
は
平
重
国
で
高
倉
院
の
武
者
所
、
母
は
豪
族
湯

浅
権
守
藤
原
宗
重
の
四
女
で
あ
る
。
八
才
の
時
母
は
病
死
し
、
父
も
頼
朝
と
の
戦
い

で
戦
死
し
て
孤
児
と
な
り
、
九
才
の
時
文
覚
上
人
及
び
叔
父
上
覚
上
人
を
頼
っ
て
高

尾
山
神
護
寺
に
入
り
、
仏
道
修
業
に
努
め
、
さ
ら
に
東
大
寺
や
建
仁
寺
に
も
学
び
、

華
厳

・
真
言

・
律

・
禅
等
の
奥
義
を
体
得
し
、
東
大
寺
に
お
い
て
学
頭
と
し
て
華
厳

学
を
講
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
上
人
は
限
ら
れ
た
宗
派
や
教
説
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
本
師
釈
迦
牟
尼
世
尊
に
随
順
し
、
そ
の
教
え
の
ま
ま
に
生
き
、

清
純
無
私
な
無
我
の
行
者
、
真
の
仏
弟
子
と
し
て
生
涯
を
貫
か
れ
た
の
で
あ
る
。
世

俗
面
に
お
い
て
も
、
上
人
は
北
条
泰
時
に
政
治
の
肝
要
と
し
て
無
欲
を
教
え
、
承
久

の
乱
の
公
家
方
未
亡
人
に
、
善
妙
尼
寺
を
造
っ
て
教
化
救
済
を
さ
れ
た
。
建
礼
門
院

が
上
人
に
よ
っ
て
受
戒
さ
れ
た
こ
と
な
ど
は
有
名
で
あ
る
。
遺
訓
に

「阿
留
辺
幾
夜

宇
和
」
の
七
字
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
人
間
日
常
の
簡
短
に
し
て
深
奥
な
る
教
え
で
あ

ス一
。

石

水

院

国
宝
。
明
恵
上
人
が
後
鳥
羽
院
よ
り
学
問
所
と
し
て
賜
わ
っ
た
建
物
で
、
上
人
時

代
の
唯

一
の
遺
構
で
あ
る
。
金
堂
の
東
の
位
置
に
あ
っ
た
も
の
を
、
明
治
二
十
二
年

現
在
地
に
移
し
た
。
簡
素
な
中
に
優
雅
さ
を
保
ち
、
き
わ
め
て
機
能
的
な
構
造
を
も

っ
て
お
り
、
生
活
の
知
恵
の
結
晶
と
も
い
え
る
住
宅
建
築
の
傑
作
で
あ
る
。

「阿
留

辺
幾
夜
宇
和
」
の
厳
し
く
も
合
理
的
な
精
神
が
今
も
な
お
う
か
が
わ
れ
る
。
南
面
長

押
の
上
に
後
鳥
羽
院
の
勅
額

「日
出
先
照
高
山
之
寺
」
、
西
面
に
鉄
斎
の
額

「石
水

院
」
が
掛
け
で
あ
る
。

石水院内部

国宝 鳥獣人物戯画


